
令和５年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

海陽町立宍喰中学校
①基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得及び活用の力の向上を図る。 学力向上推進員 委員 校長

「学力向上実行プラン」 ②個・集団に応じた指導方法を工夫し，学力向上をめざし，授業改善を行う。 教諭：小泉小百合 教務主任：山本 耕治 ２学年主任：芝本 和史
③読書環境を整え，本を活用できるよう手助けし，単語力・読解力を高める。 （１学年主任） ３学年主任：田上 陽子
④家庭と連携して，自主的・計画的な家庭学習の習慣を定着させる。 特別支援教育コーディネーター：中口 尚美 久保 善信

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

管理職による授業参観や，学期に１回ふれあい授業参観を実施するなど，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（めざす子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○基礎的・基本的な課題に，生徒１人１ ・生活記録，自主学習，授業中のノートを ①個に応じた授業形態や，ＩＣＴを活用した ・家庭学習の定着のために，各教 ①②学校評価アンケートで「授業は楽し ・わかりやすい授業や生徒の実態に
人が自分のペースで取り組むことがで しっかり書くことで，継続的な取組及び基 指導方法の工夫・改善を図り，分かり易い 科で定期的に宿題を課し，提出 くわかりやすい」の肯定的回答は， 95 応じて落ち着いた授業が展開される
きる。 礎的・基本的な知識・技能を身につける 授業を展開する。 チェックを丁寧にし，個別に声か ％であった。前年度より 4％上回ってい よう，各教員の創意工夫と組織として
●繰り返し学習や，暗記を苦手とし，基 ことができる。 ②家庭学習につながる宿題の質と量，及 けをしていく。 る。 授業形態の改善が求められる。
礎的・基本的な知識の習得が十分でな び提示の仕方を研究し，実践する。 ・家庭と協力して，メディアコントロ ③「家庭学習に意欲的に取り組んでい ・生活アンケートや，メディアコントロ
い生徒が見受けられる。 ③メディアコントロールを意識させる。 ールをテスト期間中意識させる。 る」の否定的回答が 56％であった。 ールにつながる調査を実施し，意識

付けにつなげる。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○学習活動の発表や学校行事など表 ・話をしっかりと聴くことができ，自分の意 ①班やペア活動などを通して，自分の意見 ・ＩＣＴを活用して全体で意見を共 ①タブレットを活用して学習内容を整理 ・地域や異年齢集団と意見を共有す
現の場において，自分たちで意見を出 見や考えを整理し，ＴＰＯに応じた伝え方 を整理したり，意見交換をしたりして，学び 有できるような工夫する。 したり，ペアや班活動で意見交換した る場面を設定し，学校内外で活躍で
し合い，積極的に取り組む。 を考え，相手に分かり易く発表及び説明 を共有する機会を増やす。 ・異年齢集団や地域社会に対し り，学びを共有することができた。 きる機会を増やしたい。
●授業や各活動に対する集中力や理 をすることができる。 ②授業や学校行事の中で，発言・発表でき て発信できる表現力をつけさせ ②授業や総合学習の発表会等で，わ ・自分なりの考えや意見を持ち，集団
解力に格差が見られる。ＴＰＯに応じた る場を設定し，ＴＰＯに応じた表現の仕方を る。 かりやすい表現や伝え方を考え，積極 の中で伝え合い，共有できるよう，指
適切な表現が難しい生徒がいる。 学ばせるとともに，聴く態度を育てる。 的な姿勢で質疑応答ができた。 導方法や活動を工夫したい。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○真面目な態度で授業に取り組める。 ・将来の夢や目標を持ち，その達成に向 ①より良い取組が望む結果につながるよう ・教員全体で協力して，学習指導 ①学校評価アンケートで｢教員は一人 ・家庭や地域と協力しながら，自ら学
宿題や課題については，多くの生徒が けて，根気強く自ら学び続けることができ に，学習計画を作成・実践し，その結果を や生徒指導を継続的に行う。 一人に応じた適切な指導をしている｣の 習計画を立て，改善できる力をつけ
真面目に取り組む。 る。 受けて見直すサイクルを確立させる。 ・進路を見据えて取り組めるよう 肯定的回答は 100 ％であった。テスト させたい。
●宿題や与えられた課題のみの取組 ・「なぜ学ぶのか」今の学習が将来どの ②家庭や地域と連携し，キャリア教育の充 に，高校や就労など具体的な内 前の学習計画の見直しと改善によって ・また，様々な学習経験を通して，将
で満足してしまう生徒が多く，日常的 ように役立つのかということの発見で日 実を図ることで，学ぶ意欲の向上を図る。 容を扱い，学習の意義を見いださ 学ぶ意欲の向上につながっている。 来を見据えたキャリアデザインができ
には，家庭での学習は不十分である。 頃の学習の改善に繋げることができる。 せる。 ②校内外での体験的学習を増やせた。 る方策に取り組みたい。
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